
申請作業のデジタル化で、
交付業務を効率化

　
市民サービスセンターと提携する写真店にワコムの

サインタブレットSTU-520を設置。パスポート・運転免許証の
申請をデジタル化することにより、交付業務の効率化を実現しました。

導入効果 電子サインシステムの導入により、パスポート・運転免許証の交付業務が軽減
公的書類の申請をデジタル化することで、市民の申請手続がスムーズに
生体認証システムの活用で、自治体の情報セキュリティを高度化

STU-520
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導入事例 公共施設

ホゥ・トストルプ市 自治体
ホゥ・トストルプ市はコペンハーゲンの西、約20kmに位置する人口約5万人の都市です。
総面積は78平方kmで、駅がある3つの町と14の村で構成されており、自治体は市長と21名の市議会で
統治されています。

参照：ホゥ・トストルプ市サイト
http://www.htk.dk/Service/English.aspx 

ホゥ・トストルプ市 自治体



デンマークのコペンハーゲン近郊（コペンハーゲン中央駅から電車で20
分）にあるホゥ・トストルプ市。同市の市民サービスセンターでは、年間

10,000件を超えるパスポート・運転免許証の交付業務の効率化を図る
ことが課題となっていました。そこで、市民サービスセンターと提携

する写真店にワコムのサインタブレットSTU- 520を導入。申請に必要

となる写真データの確認と書類へのサインをデジタル化することで、交

付業務の効率化を果たすことができました。同時に、申請書類のペー

パーレス化を促進することで印刷コストや書類の保管業務の削減も実

現しています。

サインタブレットSTU-520の特長は、コンパクトな構造とフルカラー
液晶ディスプレイにあります。市民サービスセンターでは、以前は枚数

が多く分かりにくかった申請書類をデジタル化し、ST U - 520に必要
な情報を表示しながら画面上に電子サインをすることで申請を簡略

化。ネットワークを通して、提携写真店で撮影した証明写真を市民サー

ビスセンターへ直接送信することもできるようになりました。馴染み

の写真店で証明写真を撮影できるため、パスポートや運転免許証にお

気に入りの写真を使うことができます。利用する市民からも、パスポー

ト・運転免許証の申請書類や証明写真を持ち歩く必要がなくなり、手

続きが簡単になったと高評価を得ています。

生体認証システムと組み合わせた高度なセキュリティ3
重要な個人情報を扱う市民サービスセンターでは、セキュリティ対策

も導入の条件でした。ホゥ・トストルプ市ではS c a nTe c h  I T社が開
発した生体認証システムと S T U - 520を組み合わせて利用すること

で、情報流出や不正な申請を未然に防ぐことができる点も大きなメリッ

トです。市民サービスセンター長 Peer Anker Hansen氏は、サインタ
ブレット導入の有意性について次のように語っています。「 STU- 520

を使えば、申請に必要な全情報をコンパクトに表示できま

す。市民の皆さんは書類の申請業務の安全性を認識し、デ

ジタル処理をすぐに受け入れてくれました。非常にすばらし

いソリューションです」。

申請書類のデジタル化により、市民の申請手続を簡略化2

1 年間10,000件を超える、パスポート・運転免許証の交付業務を効率化
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